ファミリー・インターナショナルを非難する「フライデー」の記事、第３弾に関する情報
前置き：　これらの情報は、「ファミリー・インターナショナル」からの公式の回答ではありません。皆さんが友人などに説明したりする際に参照するためのものです。このファイルをそのまま友人などにあげないで下さい。
1. 「ハート・トゥ・ハート」

フライデーの記者たちは、TNTのバンド「ハート・トゥ・ハート」によるコンサート会場（ライブハウスにて）へ取材に来ました。

記事：「会場に集まった30人ほどの観客の半数以上が女性。彼女たちは演奏が始まってしばらくすると、一斉に席を立って踊り出し、ライブハウスは異様な熱気に包まれて行く。」


これは、「ハート・トゥ・ハート」に限らず、どんな人気のあるグループのコンサートでも見られる光景です。「ハート・トゥ・ハート」が、主の霊によってどれだけファンの心をつかんでいるかが分かりますね。GBT!

ちなみに、フライデーの記者たちも「席を立って踊り出し」、かなり盛り上がっていました。ということは、あれほど楽しんでいた自分たちも「異様」だと認めているのでしょうか・・・？

2. 「ファミリー・インターナショナル京都」

「日本の『ファミリー』関連団体の活動状況」として、幾つかの名前が挙がっています。そのうちのひとつ「ファミリー・インターナショナル京都」の説明は次のようになっています。


「京都市内の住宅地に施設はある。子供・社会人向けの英会話教室を運営する傍ら国際ボランティア活動の一環として、留学の斡旋も行っている。」

そして、ある牧師の言葉として、次のように書かれています。

「以前、私の知人が京都の施設に行ったとき、金髪の美女が、いきなり口にキスをしてきたことがあった。」

この団体は実在しますが、私達とは全く関係のない別団体です。フライデーの記者は、インターネットで彼らのホームページを見つけ、それが私達の関連団体であると勘違いしたようです。（Googleで「family international kyoto」を検索してみると、この団体のホームページを見つけられます）。いつものように、自分たちの見つけた情報の裏付けを取らずに記事にしてしまうという、フライデーのお粗末なやり方です。

私たちファミリーのことを言えば、どこのホームであれ、「金髪の美女が、いきなり口にキス」なんてことは、もちろんありません。だから、もしこれがこの別団体のことを語っているのでなければ、全くの嘘の情報なのでしょう。
3. NPO法人


記事：「『ファミリー』は一部のコミューンをNPO法人にしているが、政治家と面会をしたり、福祉団体として新聞やテレビで取り上げられたりと、社会的信用を利用した活動を行っている。」


あるホームやメンバーが政治家と面会したり、新聞やテレビで取り上げられるのは、それらのホームやメンバーがそれなりの立派なことを行っているからです。世界をよりよくするために、そのような活動を積極的に行っている皆さんに、神の祝福がありますように！

フライデーがひとつここで間違っていることですが、「『ファミリー』は一部のコミューンをNPO法人にしている」という事実はありません。私達の知っているかぎりでは、現在ファミリー関係のNPO法人は、日本で二つありますが、どちらも、宣教団体としてのファミリーが立ち上げたわけではありません。これらのNPO法人は、ファミリーのメンバーが立ち上げたものです。

ホーム自体がNPO法人になっているわけでもありません。また、ホームメンバー全員がNPO法人の理事なのではないし、理事の中には、他のホームのメンバーやGPの人達もいます。

というわけで、宣教団体としてのファミリーと、これらのNPO法人は、関連はあるものの法的に別団体であり、ファミリーが一部のホームをNPO法人にしているわけではありません。
4. 羽田元首相


記事：「米国の『ファミリー』のHPには、’01年に撮られた、羽田孜元首相が『ファミリー』のメンバーと固く握手を交わす写真が公開されている。『あなたがたの活動を尊敬する――』と羽田元首相は、『ファミリー』関連団体に対して、激励の言葉と直筆の色紙を贈っていたのだ。」


これは、ファミリーのホームページではなく、ファミリー・ケア・ファンデーションのホームページに掲載されている、「サイド・バイ・サイド・インターナショナル」に関するものです。このインスパイアリングなテスティモニーやオリジナルの写真は、次のURLで見られます。


http://www.familycare.org/network/p09.htm

記事：「十数年前から、パーティに誘われていましたが、すべてお断りしているんです･･･。色紙は、パーティに出席できないお詫びのつもりで書いたのだと思います（羽田氏の秘書）」


きっと、羽田氏とその秘書は、私達についての嘘をフライデーから聞き、困惑したことでしょう。彼らのために祈っていてあげて下さい。

この色紙を羽田氏から受け取ったファミリーメンバーは、次のように語っています。

「はじめて羽田代議士にお会いしたのは、十数年前です。それから何度か（４回程だったと思います。その度２０分から３０分程、時間をいただきました）アポイントメントをとって、お話しさせていただきました。最初のアポイントメントのとき・・・簡単にファミリーが過去、メディアによって中傷記事を書かれたことなどを説明しました。そして、ファミリーの沿革、世界的活動について、かいつまんで紹介しましたが、決して今回の記事にあるように“社会的な信用を利用した活動”といった意図からではなく、純粋に羽田代議士の働きに対して、聖書の言葉を通して感謝や励ましを示し、また、将来の働きのためにも祈りを通して応援していることをお伝えすることが目的でした。あくまでも個人的なことで、政治的な意図も全くありません。確かに年に一度、開催していたクリスマス・パーティーに例年ご招待させていただきましたが、それは、“十数年前”ではなく、実際には“５年前”からです。例年、“スケジュールがあえば出席させていただきます。”といったようなお返事をいただいていました。2001年にはパーティの当日にアポイントメントをとっていただき、活動報告とともに、さらに聖書の言葉についてお話しさせていただき、その際に色紙をいただきました。こちらからお願いしたわけではなく、その場で［羽田］代議士が書いて下さいました。秘書の方がおっしゃるように、パーティに出席されないので書いて下さったのかもしれません。他は記事にある通りで、ファミリーの活動について感銘されているというお言葉をいただいたのも確かです。」
5. 「愛の架け橋プロジェクト」


記事：「広島県のNPO法人『愛の架け橋プロジェクト』は、テレビや新聞にたびたび取り上げられている『ファミリー』の関連団体だ。彼らはNPO法人の名を使いながら、原爆ドームの前などで『ファミリー』のビラを配るといった布教活動をしている。」


「テレビや新聞にたびたび取り上げられている」のは確かです。もちろん、彼らが行っている素晴らしい活動を紹介する番組や記事ばかりです。GBT!


しかし、NPO法人の名でファミリーのトラクトを街頭で配ってはいません。

ところで、NPO法人全体が、NPO法人の名を使ってファミリーのトラクトを配るのは規則違反です。しかし、NPO法人に属する人が、個人的にファミリーのトラクトを配るのは、何ら問題がありません。
6. 「派遣牧師」


記事：「東京に本社のある派遣会社を通じて、『ファミリー』の宣教師と聖歌隊が、関西の超一流ホテルに派遣されています。牧師と聖歌隊３人で４万円という低料金のため、普通の教会の日本人牧師が、ずいぶん契約を打ち切られました。」

実際にこのようなことがあったかどうかの確認は取れませんでした。もしかしたら、先ほどのファミリー・インターナショナル京都のように、別の団体のことを言っているのかも知れません。

ところで、この不景気の中、新郎新婦のために低料金で挙式するのを非難するとは、おもしろいですね。むしろ、みんなに感謝されると思うのですが。それとも、沢山お金を要求した方が良いのでしょうか？　この書き方だと、100円ショップやディスカウントショップは、すべてフライデーの攻撃対象になることでしょう。
7. 「神戸のコミューン」


記事：「私は大阪市内の一流ホテルで“派遣牧師”をしているという、神戸在住の『ファミリー』信者を訪ねた。 ... が、私の取材に対して、この派遣牧師はファミリーとの関係を否定した。だが、帰り際、ふと施設の方を眺めると彼が私を険しい目で睨みつけている。そして攻撃的な態度で私に向かって指を突き立てたのだった。」

神戸ホームには、「大阪市内の一流ホテルで派遣牧師」をするメンバーはいません。また、記事には「住人男性は『一流ホテルで結婚式の牧師をしている』と語り」と書かれていますが、そのようなことは一切言っていません。記者が勝手に書いたものです。

このメンバーは、「ファミリーとの関係を否定した」と記事に書かれていますが、実際は肯定も否定もしていません。


また、記者たちの帰り際に睨みつけたり、指を突き立てたりもしていません。これも、記者が勝手に書いたものです。よっぽど想像力が働くのか、あるいは単に嘘つきなのか、どちらかでしょう。
8. 「元信者Y」


フライデーが毎回記事中で引用している「近年に脱会したSGAの元信者男性Yさん（22）」が与える情報は、デタラメであることが証明されています。年齢や何かが起こった年といった簡単なことでさえ間違えています。（第2回目の記事に対する反駁文を参照）

この元信者は、第2弾の記事中で、子供の時に木の棒で殴られるなどの暴行を受けていたと主張し、第3弾では、それが神戸ホームでのことだったと言っています。

神戸ホームから「近年に脱会したSGAの元信者男性Yさん（22）」にあてはまるのはただひとりであり、その人は19才の時に数ヶ月だけ神戸ホームにいました。子供の時ではないし、もちろんのこと、暴行を受けたことなどありません。

このようにデタラメな「証言」を、何の検証もせずに記事にするというのが、フライデーの手法のようです。真実よりも金稼ぎの方が大切だということなのでしょう。

9. 「公開質問状」


フライデーは、嘘の証言を検証せずに載せるだけではなく、自分たち自身も嘘をついて取材しています。


記事：「4月24日、千葉県館山市にある『ファミリーインターナショナル日本連絡所』から『公開質問状』なる文書が届き、私の一連の記事をこう批判した。『私たちの子供の教育について非難される前に、ご自身の道徳教育を見直された方がよろしいかと存じます。「元信者Y」なる人物は、実在するのでしょうか。』」


つまり、フライデーは、日本連絡所からの公開質問状にある質問が「元信者Yは実在するのか」ということであるように装い、それに対して「確かに存在するんだ」というような終わり方をしています。しかし、この公開質問状からの引用は、全く関係のない二カ所から取られています。それぞれ、その前後を入れて引用すると、次のようになります。（フライデーが引用した箇所を斜体にしてあります。）
＊＊＊


しかし、それよりも唖然としたのは、取材の際に津田様がご自分を「映画監督」、水野様が「宅急便トラックの運転手」、そして徳山様が「今仕事はしていない」と紹介なさったことです。しかも、徳山様は、津田様から「助監督」であると紹介されてからは、前言を翻して、自分は確かに助監督であるとおっしゃいました。


私が頂いた名刺にはジャーナリスト・編集・記者としての肩書きを刷り込まれ、また雑誌でも「ジャーナリスト津田哲也」の名で執筆しておられるのに、なぜこのようにあからさまな嘘をつかれるのでしょうか。私たちの子供の教育について非難される前に、ご自身の道徳教育を見直された方がよろしいかと存じます。もし、実際にそれらの仕事を副業でされているということであれば、どうぞご釈明下さい。

＊＊＊

「元信者Y」が、貴誌が主張するように「近年に脱会した」のであるならば、このような詳細を間違えるはずがないと思われます。はたして、「元信者Y」なる人物は、実在するのでしょうか。もしそうだとすれば、真実を語っていないことは明らかです。（以上、公開質問状からの引用）

というわけで、フライデーの記者は、文脈を完全に無視して、ずいぶんと大胆な引用の仕方をするものですね。前後の、自分に都合の悪い部分を完全に省いています。

公開質問状でフライデーに回答を要求したのは、元信者Yのことではなく、次の二点です。

１）私たちのボランティア活動を非難しているが、自分たちは、世界の貧困と悲惨さを軽減するためにどんな貢献をしているのか。


２）なぜ、自分たちは「映画監督」「トラックの運転手」「無職」と偽って取材をしたのか。

そして、公開質問状は、次のように締めくくられています。

「もし、来週、または将来において、この二点について満足の行く回答を含めることなく中傷記事を再び掲載される場合は、私たちも、またこの公開状を読まれる友人や報道関係の方々も、皆様のジャーナリストとしての品位を疑うことでしょう。」

記事中に、この二点についての回答は含まれておらず、先ほども言ったように、まるで公開質問状で私たちが回答を要求したのは「元信者Yの実在」であったかのように装っています。公開質問状を読んだ人は、フライデーの記事に対する信用を完全になくしたことでしょう。（公開質問状を読んでいない人でも、この記事がデタラメであるということは簡単に分かると思いますが。）

私たちが要求したように記事中に答える代わりに、フライデーは私たちに別の手紙を送り、その中で「『宅急便トラック運転手』『映画監督』などと言った言葉は一切用いておりません」と弁明しています。


つまり、彼らは、私たちが回答を要求した質問が何であるのか、正確に知っているにもかかわらず、私たちが要求したように記事中で答えることをせず、かえって「元信者Yの実在」が質問であったかのように、読者を欺く引用の仕方をしていると言うことです。それは、おそらく、もし彼らが記事中で「私たちは身分を偽っていません」と弁明した場合、ライブハウスで彼らが身分を偽るのを聞いていた客が、記事を読んで抗議することを恐れたからでしょう。そして、もちろん、「はい、私たちは身分を偽りました。嘘を言いました」とは書けませんね。
10. ママの写真


今回の記事には、ママの美しい写真が掲載されています。PTL!　MOサイトの次のURLにあるのと同じ写真です。


http://old.familymembers.com/artphotos/photo.php?id=0&pic_id=52907&oid=144&cat_id=144

この写真をフライデーが選んだのは、おそらくセクシーに見えるからでしょう。（ママがそのようなドレスを着ているのは、それがバースデーパーティだからです。）

羽田元首相とファミリーメンバーが握手している印象的な写真や、このようにすてきなママの写真、また、よく撮れているHCSや他のホーム（建物）の写真（４枚）が掲載されていることを、主に感謝しましょう！
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